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第１回 府中市総合計画審議会会議録（要旨） 

 

■開催日時 令和６年７月４日（木）午前１０時～午前１１時 

■開催場所 府中市役所おもや４階 第１特別会議室 

■出席委員 ２９名（五十音順） 

 青山 亨委員、秋池 潔委員、秋田りゅういち委員、秋山賢太郎委員、 

秋山としゆき委員、市川耕作委員、伊藤敏春委員、小野寺 淳委員、 

金子 憲副会長、菊地端夫委員、古森寬樹委員、小山有彦委員、 

志水清隆委員、竹内祐子委員、田中勝彦委員、長崎益治委員、 

中島正裕会長、中村洋子委員､西村 陸委員、林 宏信委員、藤野暢幸委員、 

前川浩子委員、峯 佳毅委員、宮田よしひと委員、谷田部知津子委員、 

山口真佐子委員、山本真実委員、𠮷垣親伸委員、渡辺浩章委員 

■欠席委員 １名 

 田中亜衣子委員 

■出席説明員等 

 高野市長、石橋政策経営部長、佐々木政策経営部行政改革担当参事兼行政経営

課長、大井政策経営部次長兼政策課長、南學政策課長補佐兼総合計画担当副主

幹兼市制７０周年記念事業担当副主幹、大木行政経営課長補佐、野間政策課主

査、橋本行政経営課主査、川村行政経営課主査、岡田政策課主任、兵動政策課

主任、三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社土方氏 

■傍聴者 なし 

■議事日程 

１ 委嘱状伝達 

２ 市長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 正副会長選出 

５ 諮問 

６ 審議事項 

 (1) 府中市総合計画審議会の会議の公開について 

 (2) 府中市総合計画後期基本計画の策定に伴う検討体制について 

 (3) 府中市総合計画後期基本計画への市民意見の反映について 

 (4) 府中市総合計画審議会等の日程について 

７ その他 
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■会議録（要旨） 

 

○事務局 ただいまから、第１回府中市総合計画審議会を開催します。会長選任

までの間、事務局が議事の進行役を務めますので、よろしくお願いします。 

まず、次第１の「委嘱状伝達」について、時間に限りもありますことから、机

上に置かせていただき伝達に代えさせていただきます。 

続きまして、次第２の「市長あいさつ」です。高野市長、よろしくお願いしま

す。 

 

○高野市長 皆様、こんにちは。府中市長の高野律雄でございます。 

 このたびは、府中市総合計画審議会の委員をお願いいたしましたところ、快く

お引き受けいただき、誠にありがとうございます。また、本日はご多用のところ、

また大変暑い中ご出席をいただきまして、重ねて御礼を申しあげます。 

 さて、ご案内のとおり、総合計画とは、市の将来の長期的な展望のもとに、市

政のあらゆる分野を対象としたまちづくりの指針であります。現在の第７次府

中市総合計画では、「きずなを紡ぎ 未来を拓く 心ゆたかに暮らせるまち 府

中」を市の目指す都市像として掲げており、私はその実現に向け、市民の皆様と

の協働によるまちづくりに全力を尽くしておりまして、皆様方のご協力と温か

いご指導により、着実に歩みを進めることができているものと捉えております。 

 今回皆様にご審議いただきますのは、令和８年度から１１年度を計画期間と

する、第７次府中市総合計画後期基本計画でございます。本市は今年度、市制施

行７０周年を迎えましたが、これからの未来１００周年をも見据え、引き続き社

会経済情勢等の動向を注視しつつ、市民の皆様の声を丁寧に集めてニーズを見

極めながら、誰もが安全・安心に暮らすことができ、このまちに住むことを誇り

に思えるような光り輝く未来を描く、本市らしい計画を作っていきたいと考え

ております。委員の皆様におかれましては、大変お忙しいところと存じますが、

今後の市政全般にわたる基本的な計画となります後期基本計画の策定に当たり、

お力添えを賜りますよう、心からお願いを申しあげまして、私からのご挨拶とさ

せていただきます。 

 

○事務局 続いて、次第３の「委員紹介」です。委員名簿の順に、自己紹介をお

願いします。 

 

（委員の自己紹介） 

 

○事務局 ここで、事務局職員を紹介します。 
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（名前の紹介、コンサル事業者の同席と会議中の録音について報告） 

 

○事務局 続いて、配付資料の確認をいたします。 

 

（配付資料の確認、資料１－１、１－２に基づき審議会の概要説明、本日の会議

が有効に成立する旨の報告） 

 

○事務局 続いて、次第４の「正副会長選出」です。当審議会規則第３条では、

委員の互選となっていますが、いかがしましょうか。 

 

○伊藤委員 委員が３０名と多く、初めて会う人も多くいるような状況だと思

いますので、ここは事務局に一任し、会長と副会長を推薦してもらいたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○事務局 ただいま、伊藤委員より会長及び副会長について事務局からの推薦

という発言があり、委員の方々から「異議なし」との声がありましたので、事務

局から推薦します。 

 第７次府中市総合計画の基本構想及び前期基本計画の策定に係る審議会で委

員としてご尽力いただいた東京農工大学大学院教授の中島委員を会長に、そし

て、同じく前回の当審議会で委員としてご尽力いただいた東京都立大学准教授

の金子委員を副会長にそれぞれ推薦したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○事務局 それでは、中島委員が会長、金子委員が副会長として選出されました

ので、恐れ入りますが両委員は正副会長席への移動をお願いします。 

 

（席を移動した上で、会長及び副会長から挨拶） 

 

○事務局 それでは、会長及び副会長が決定しましたので、次第５の「諮問」と

して、高野市長から中島会長に諮問書を伝達します。 

 

（市長が朗読の上、諮問書を会長へ伝達） 



 

4 

 

 

○事務局 なお、市長は他の公務があるため、ここで退席します。 

 それでは、以後の進行は中島会長にお願いします。 

 

○中島会長 それでは、ここからは私が議事の進行を行います。まず、高野市長

から受け取った諮問書の内容を委員の皆様と一緒に確認したいと思いますので、

事務局は諮問書の写しを各委員に配付してください。 

 

（事務局が諮問書の写しを各委員に配付） 

 

○中島会長 諮問事項の詳細について、事務局から説明してください。 

 

○事務局 諮問書に記載されている諮問事項の詳細を説明します。 

 

（諮問事項の詳細説明） 

 

○中島会長 事務局から説明がありましたが、諮問事項の内容について気にな

る点などはありますか。 

 特に質問はないようなので、次に進むこととし、次第６の「審議事項」に入り

ます。本日、「審議事項」として４つの案件が挙げられていますが、その内容を

鑑み、（１）の会議の公開は単独で審議し、（２）から（４）までは一括して審議

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○中島会長 では、まず審議事項（１）の「府中市総合計画審議会の会議の公開

について」、事務局から説明してください。 

 

○事務局 配付資料１－４に基づき説明します。 

 

（資料の詳細説明） 

 

○中島会長 説明がありましたが、意見や質問はありますか。 

 

○前川委員 資料１－４の６「会議録の作成及び公開」について、ＤＸの時代で

はあるが、紙での報告を必要とする方も多くいらっしゃる。当審議会は府中市政
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にとって非常に大事なものなので、審議会で承認され次第、紙でも速やかな公開

を求めたい。 

 

○事務局 次回審議会で会議録の確認をいただいた後、速やかに議事録公開の

手続きをします。 

 

○中村委員 資料１－４別紙について、１では入室、４では退場と記載があり、

言葉の遣い方が統一でないと思われる。 

 

○事務局 事務局で確認後、必要に応じて調整を行います。 

 

○中島会長 他にないようでしたら、審議事項（１）は原案のとおり決定としま

す。次に、審議事項（２）の「府中市総合計画後期基本計画の策定に伴う検討体

制について」から（４）の「府中市総合計画審議会等の日程について」までを、

一括して事務局から説明してください。 

 

○事務局 配付資料１－５、１－６及び１－７に基づき説明します。 

 

（資料の詳細説明） 

 

○中島会長 説明がありましたが、意見や質問はありますか。 

 

○秋池委員 資料に当審議会より答申するとあるが、実際に計画を策定するの

は誰か。起草委員が策定するということか。 

 

○事務局 起草委員会では関係資料の確認や案の作成を行いますが、あくまで

も原案の策定であり、その後、当審議会で審議した結果を答申としてまとめて市

長に提出いただきます。 

 

○秋池委員 実際の策定者は。 

 

○事務局 主管部課が作成した原案の元となるものを、起草委員会で練り、当審

議会で議論し、答申として提出いただきます。 

 

○秋池委員 市の職員が案の策定者という理解でよろしいか。 
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○事務局 その通りです。 

 

○秋池委員 タウンミーティングが無作為抽出となっているが、実際の利用者

の困りごとや要望を聞いた方が次回につながると考える。また、前期計画が２年

動いている中で、政策の企画者、恩恵を受けた人にヒアリングをすることが次に

つながるのではないかと考えるので検討してほしい。 

 

○中島会長 そのようなことも含めて検討していきたい。 

 

○小山委員 前期基本計画策定時、公募市民の委員から、歳出については細かい

部分まで充実した内容で策定できた一方、歳入について、特にこれから増収をど

のように図っていくのか、この計画でどのように位置付けていくのかという点

が極めて重要ではないかと発言があった。それを受けて高野市長からも結びに

おいて、大変重要な観点だとご発言があったように記憶している。今回の後期基

本計画策定に当たっては、税収増、歳入増をどう図っていくかという観点を踏ま

えて検討していただきたい。 

 

○中島会長 今回から参加される委員もいますが、歳入については前期から残

された課題として、後期基本計画の策定に当たり検討していければと思います。 

 

○長崎委員 資料１－５、１－６にある体制は、より多くの意見を収集するもの

ということだが、前回と比べて意見収集の方法に変化はあるか。 

 

○事務局 意見を聞く場という点では、今回、タウンミーティングで新しい形を

取っています。前回実施の市民検討会議は公募市民を中心に構成していました

が、今回はより広く意見を集めるため、無作為抽出３，０００人にご案内をお送

りし、その中からご参加いただく形に変えています。 

また、審議会は、ウェブと会場を併用する形で運用します。 

その他、より多くの意見という点では、子どもたちの意見を聞く場を新しく設

けておりますが、対面では難しいところもあるので、アンケート形式での意見収

集を考えています。 

 

○長崎委員 より多く広く意見を取ることは重要なので、ぜひそういった場を

もっと広げてほしいし、ＰＲしてほしい。 

 

○秋池委員 先ほどの小山委員の発言内容に同意である。収入を増やすという
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意味では、例えば総合計画２１ページには個人市民税しか書かれていないが、法

人市民税やその他を増やすなど、いかに積極的に増やしていくかということも

すごく重要な視点だと思うので、後期基本計画の中には具体策として入れてい

ただくとありがたい。 

 

○前川委員 タウンミーティング等に、審議会委員が傍聴に行っても良いか。審

議会委員がメンバーに入ってということではなく、その場でリアルに声を聞い

て体験したい。 

また、長崎委員の発言に関係するが、子どもにアンケートを取る際、ＤＸが進

み、ＳＮＳが発達した時代なので、紙面だけではなくもう少しバーチャルの世界

を使えば、より子どもたちの直近の感覚や望みや意見が分かるのではないかと

思うが、何か考えはあるか。 

 

○事務局 タウンミーティング等の委員の傍聴については、今後、日程等をお伝

えしますので、ご希望の方は事務局へご連絡ください。 

子どもへの意見聴取、アンケートの方法については、市で別途策定を進めてい

る子ども計画の検討資料として、昨年度、小学生に紙面でのアンケートを行って

いますので、この結果を今後参考にしたいと考えております。オンラインでの手

法は、事務局では今後の検討課題と捉えております。 

 

○中島会長 前川委員の発言にもありましたが、情報収集やその開示は、対象者

によってやり方を変えた方が良いものと考えます。紙媒体やＳＮＳを駆使し、秋

池委員の発言にもありましたように質の高い情報が期待できるよう、大切な市

民の情報の収集及び発信の仕方を、引き続き検討事項として議論していきたい

と考えます。 

 

○竹内委員 私自身も無作為抽出でタウンミーティングに参加したことがある

が、非常に参加者の意識向上につながる取組だと感じた。一方で、当事者意見を

十分聞くことも非常に大切なので、前期基本計画における課題を改めて当事者

に聞くというところも重点的にやっていただきたいと思い、意見とする。 

 

○中島会長 その他よろしいでしょうか。それでは原案に関しては決定といた

します。続きまして、次第７の「その他」ですが、委員の皆様何かありますか。

ないようでしたら、事務局より何かありますか。 

 

○事務局 事務局から４点お知らせします。 
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①委員報酬について（開催後１か月程度を目処に振込み） 

②会議録の作成について（事務局作成後、委員の確認を経て次回会議で決定。） 

③次回開催日について（１０月の開催を目途とする。別途通知。） 

④今後の開催通知等について（通知者は、市長から中島会長となる。） 

 

○中島会長 それでは、本日はこれで散会といたします。 

以上 


